
1. 課題・問題認識

0. 企画の目的

「大熊町・双葉町」の
移住者・定住者増加のための

きっかけ提供

人

産業インフラ

悪影響

：帰還困難区域の未解除、高齢化
元住⺠の地域での⽣活基盤の充実

：農業、原子力、観光業はない

人

産業

インフラ ：⽣活基盤の欠如

チーム名 ⽇⼤⾦崎ゼミA 大学名・学部 ⽇本⼤学・国際関係学部
福島復興ステージ

プラン名称 Max Charm²

テーマ 復興に向け前向きに取り組んでいる⽅と連携した「観光まちづくり」

リーダー名 千葉 ⼤暉
メンバー名 加藤 ⼤夢、及川 孝太、佐藤 聖人

指導教職員名 ⾦崎 賢希

2. 「復興」の定義
3. コンセプト

4. 提案

6. 実現可能性

5. 効果

7. 新規性

悪循環を止め
基盤の形成

観光の力

Max Charm2
ちゃむちゃむ

2つの魅力で悪循環から好循環へ
魅力を最大限伝えるために段階的なプランの設定

新しくできた
魅力

伝統的に受け
継がれた魅力

“一年中ホタルが見れる町” “ダルマxアートのメッカ”

○悪循環を止めること
○発展のための基盤形成

「観光」を通して改善

震災の影響が、相互的に悪影響を与える
「悪循環」の発⽣
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大熊町 双葉町

○双葉町のシンボルである「ダルマ」
○環境を整え、ホタルが

○大熊町の住⺠の思い出である「ホタル」

レジャー施設の建設

○人の心に火を灯すことができる
アートの力・魅力を融合したまちづくり

参加型ダルマ
xアート

ダルマxアート
コンテスト

・地域住⺠の
願いダルマの保管

若手アーティスト
美大⽣を募った

アートコンテスト

若手アーティスト
美大⽣のための
表現の場確保

環境整備
・ダルマミュー
アム建設開始

・コンテスト
部門の追加

・コラボ限定
ダルマ販売

・ダルマ探しツアー
・ダルマミュージア

ム完成

・観光客の
願いダルマ保管 ・有名アーティスト

の作品展示

・アーティスト
移住制度開始

双葉町を“ダルマxアートのメッカ”へ
永続的に続け、

「一年中見られる」

一年中見られるホタル
仕組みづくり

小規模ホタル展示
計画・作成・実行
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若手アーティ
ストサポート

ホタルが見られる庭園づくり
整った環境下で、自然保育された
ホタルが見れる場所

ドーム型
ホタル
鑑賞施設

レジャー
自然を⽣かした

宿泊施設

一年中
ホタルが
見れる町

大熊町 双葉町

大熊町

大熊町

双葉町

双葉町

「冬でもホタル」
新たな観光名所による観光客の増加

新しい産業による
雇用の創出企業の参入

地域特産物を活用し、
認知度を向上

リピーターの増加

新しい産業による雇用の創出
企業の参入

新たな町のシンボル化

願いダルマによる、再来の増加

アーティストの募集

ホタルの餌が増殖、近年中の環境計画が可能

生殖環境を整えることで、
冬季の鑑賞可能

町の名産品を活用するため高い実現可能性

町の復興計画プランに則った
新しい観光まちづくりプラン

ホタルと冬景色

天候に左右されない
ホタルのためのレジャー施設

ダルマ×アートが融合した町

伝統的なダルマを利用したまちづくり


